
彩の国男声コーラスフェスティバル 2017 に出演する 

 

 ♪からたちの花が、咲いたよ・・・♪で始まる「からたちの花」。♪お菓子の好きな、

パリ娘・・・♪で始まる「お菓子と娘」。志木グリークラブは、２０１７年１１月４日、

ウェスタ川越において開催された彩の国男声コーラスフェスティバル２０１７(通称；

おとうさんコーラス大会)において、初谷先生の指揮、団員 11名でこの 2曲を演奏した。 

 今年のおとうさんコーラス大会は、初めてウェスタ川越大ホールで開催された。また、 

演奏開始時刻が、午前 9 時 50 分からと例年より早くなった。 

志木グリークラブは、出演団体 33 団体中 10 番目に演奏した。 

 

 当日、団員は川越駅に集合し、徒歩 7 分でウェスタ川越に行き、約 30 分間の声出し

で声の調子を図り、今まで指導を受けたことを思い出し本番に備えた。 

 本番前にリハーサル室で最後の仕上げを行い、集中力を高め、本番に臨んだ。 

初めてのホールでブッツケ本番、ホールの響きも反響も分からないままの演奏となった

が、“本番に強いグリークラブ？（笑）”の面目躍如で、“からたちの花”は初谷先生の

緩急、強弱を付けた曲作りの指揮棒についていった。半分位の声量で周りの声を良く聴

いて、落着いた演奏ができ、お爺さん力を如何なく発揮できた。 

 2 曲目の“お菓子と娘”は、曲想もガラット変わって、お爺さん達がお転婆な娘に変

身して、楽しく軽くコミカルに演奏しなければならない。初谷先生の技巧を凝らした曲

作りが表現できたか自信はないが、中盤のトップテノールの♪ラララ・・・ラララ・・・♪も何

とか無難にこなし、最後のコーダはハモッテ終わった。 

 約 6分間の演奏はアット言う間に終り、初谷先生はどのように感じられたか分からないが、目

立つような大きなトチリも無く、「まずまず上手くいったのではないか。今までのようにガナらなく

て、マイルドなハーモニー重視の演奏が出来たのではないか」と歌い終わって、拍手のなかで

感じた。この快感を覚えたら、男声合唱は止められない。 

演奏後、２人の講師の講評で、今までに無いお褒めの言葉をいただいた。（囲い記事） 

 

 

 

 

 

 

 

とても繊細で“品性”のある演奏です。 

よくｺﾝﾄﾛｰﾙされた Pや PPです。美しい響きです。

25 年という”伝統”を響きに感じます。音楽の

作り方もとても丁寧で表現力も豊かです。

BRAVO！ 

今後の益々の御活躍をお祈り申し上げます。    

(講師：北川 裕先生) 

25 年の重みを感じます。 

そう、昨日できたﾄｰﾝではありませんね。 

素晴らしいです。 

きっと、白秋も八十も喜んでいるでしょう。 

(講師：宮寺 勇先生) 



 こんな過分なお褒めのお言葉をいただいたのも初谷先生のご指導に負うところ大で

ある。初谷先生には、2001 年 6 月から 2010 年 4 月まで 9 年間ご指導をいただき、一時

外の先生に代わり、再度、2016 年 5 月から現在までご指導を受けている。 

 

ご指導を受け始めた 2001 年は、初谷先生が、志木第九の会のご指導に来られだした

東京芸術大学を卒業されて間もない頃であった。志木グリークラブは 1992 年初頭から

実質的な演奏活動を始め約 9 年が経ち、各パートのメンバーが揃い、男声合唱団の体制

が整いつつあった草創期であった。 

 最近の初谷先生は、あちこちの合唱団を指導され、実績を積んで経験も豊富で、指導

内容が高度で分かりやすく、曲の纏め方が秀逸である。年々歳をとって、健忘症と戦っ

ている我々お爺さん連中にとって、ついていくのは至難の業である。 

  おとうさんコーラス大会へは、今まで 1992 年から連続 26 回出演し、初谷先生の指

揮では 11 回出演した。演奏した曲のジャンルも民謡、シーシャンティ、組曲、タダタ

ケ等々かなり広範囲である。 

その中から、今回は、「からたちの花」と「お菓子と娘」を選曲した。 

一皮むけた（？！）志木グリークラブの秘密が、初谷先生の指導内容に有るかもしれ

ないので、今年のおとうさんコーラス大会までの練習内容を振り返ってみよう。 

 

 北原白秋作詩、山田耕筰作曲、林雄一郎編曲の「からたちの花」は、“荒城の月”と

ともに有名な曲である。 

 「からたちの花」を演奏するにあたって初谷先生から受けた指導は、“ハーモニーの

基本はリズム（タイミング）”である。“からたちの花が・・・”の歌詞をローマ字の 

“ka ra ta chi no ha na ga・・・”のタイミング（点）で捉え、1 音(1 語)

ずつ母音のタッチで歌うこと。息から入り声にし、それを響きに変え、残響を生む歌い

方をすること。フレーズの始まりと終わりを意識すること。北原白秋の歌詞の内容、背

景を理解し、タッチとタイミング、緩急と強弱、膨らみと収め、大と小を瞬時に歌い分

けること。であった。このことは、言うは易く行うは難しで、なかなか出来なかった。

何といってもグリークラブの団員の平均年齢は、７×歳なので、2 歩歩けばさっき聞い

たことを忘れ、思い出すのに 10 歩かかるお爺さん達である。歌詞を忘れる音を忘れる

ことは、日常茶飯事である。それでも初谷先生は、仰っていることを黒板に書いて懇切

丁寧に説明してくれるので、理解が深まりイメージが掴め合唱のコツが分かり、今回の

成果に繋がったものと思われる。 

 



 「お菓子と娘」は、西條八十作詩、橋本國彦作曲、林光編曲である。昭和 4 年作詩の

曲であるが、洒落た歌詞で綴られている。初谷先生は、軽くリズムカルに歌って、強弱

と緩急、ゆっくりとテンポを戻す、フレーズの終りを意識する、ブレスの位置、cresc

と decresc、表情を付けるところと無表情のところの対比を付ける、上品に歌うところ

と下品に歌うところの区別を付ける等々指導された。約 2 分 20 秒の演奏時間に色々な

要素が詰まった曲である。 

 志木グリークラブは、約 25 年間歌い続けてきたが、今だ発展途上である。（と思って

いる）従って、モット上手になるはずだ。（そう信じている）時々しかハモらないかも

しれないが、人生の中に歌があって、歌うことによって人生が豊かになり、周りの人を

楽しくさせることができれば、望外の喜びである。 

 これから、一皮も二皮もむけて志木グリークラブはもっと上手になりたいと願って練

習を重ねている。 

                             （Ｔ；和氣敏夫記） 
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